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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても
みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます

www.ogikubohojinkai.jp
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よき経 営 者をめざすものの団 体  それが法 人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援
する全国組織、それが法人会です。現在、約 8 2 万社の会員企業、41都道県に 4 41の単位会を擁する団体として大きく発
展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリー
ダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活
動を積極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

3 第11回通常総会
●会長のあいさつ　柴田豊幸／荻窪法人会 会長
●来賓のあいさつ　畠山啓以／荻窪税務署長 署長

6 新理事紹介

各委員会

9 着任のごあいさつ

10 中川 一 第4ブロック長インタビュー

12 e-Tax推進税理士事務所について

13 税務コーナー

17 青年部会 第49回 総会

18 女性部会 第47回 総会

19 源泉部会 第49回定時総会・懇親会

20 ブロック・委員会・部会からの報告
●厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会
●税制委員会
●第2ブロック
●第3ブロック
●第4ブロック
●第5ブロック
●第23支部
●青年部会
●女性部会
●源泉部会

表紙について
【久我山稲荷神社　湯の花まつり】
例大祭は1 0 月ですが、7 月に「 湯の花まつり」という
夏祭が行なわれ「 湯の花神楽」を奉納しています。
この由来は昔この地に疫病が流行した際、村人が鎮守
で神楽を奉納し祈願したところ疫病が止んだという故
事にちなみます。明治の頃に一度「湯の花神楽」を中止
したところ、再び疫病が大流行したため、慌てた村人
たちが湯の花神楽を奉納すると疫病は止んだそうです。
それ以来、この祭りは欠かさず今日まで続いています。
表紙絵は平成26年4月に神輿の大修復が行われ、
そのお披露目の練り歩きの様子です。
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
11
回
通

常
総
会
が
6
月
19
日（
月
）に
吉
祥
寺
エ
ク

セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
８
階「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ル
ー

ム
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
議
案
の
議
決
の

前
に
会
員
増
強
優
秀
ブ
ロ
ッ
ク
感
謝
状
、
会

員
増
強
優
秀
支
部
感
謝
状
、
会
員
増
強
功

労
者
感
謝
状
、
優
良
経
理
職
員
表
彰
状
等

の
表
彰
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
）議
決

権
を
有
す
る
正
会
員
数
9
9
8
社
、
出
席

社
総
数
5
9
4
社
、
内
委
任
状
提
出
社

4
9
6
社
で
過
半
数
を
超
え
総
会
は
成
立

し
第
1
号
議
案
、
第
2
号
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
は
志
村
正
之
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
柴
田
豊
幸
会
長
を
議
長
に

選
出
し
審
議
の
結
果
、
第
1
号
議
案
、
第

2
号
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
畠
山
啓
以
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ

め
安
藤
敏
朗
杉
並
都
税
事
務
所
長
・
岸
本

聡
子
杉
並
区
長
な
ど
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
後
に
神
谷
次
彦
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
に
て
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第1号議案	令和4年度	 決算報告承認の件
	 	 並びに監査報告
第2号議案	任期満了に伴う役員改選案承認の件
報告事項	 令和4年度	 事業報告
	 令和5年度	 事業計画
	 	 収支予算

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会

第
11
回
通
常
総
会

公
益
社
団
法
人	

荻
窪
法
人
会	

第
11
回
通
常
総
会
が
6
月
19
日（
月
）
吉
祥
寺
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

東
急
に
て
行
わ
れ
、
通
常
総
会
の
議
案
の
第
1
号
議
案
、
第
2
号
議
案
か
ら
報
告
事
項
ま
で

滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
畠
山
啓
以
荻
窪
税
務
署
長
・
安
藤
敏
朗
杉
並
都
税
事
務
所
長
・

岸
本
聡
子
杉
並
区
長
等
多
数
の
御
来
賓
方
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

会
長
　

柴
田
豊
幸

※
今
回
の
原
稿
は
A
I
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
話
し
た
内
容
と
は
異

な
り
ま
す
が
、
会
報
掲
載
用
原
稿
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
荻
窪
法
人
会
、
第
11
回
通
常
総
会
、
会
長
挨
拶
、
コ
ロ
ナ
終
息
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始

会 長 あ い さ つ

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 11 回 通 常 総 会

尊
敬
す
る
荻
窪
法
人
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
、いつ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、世
界
的
な

経
済
活
動
が
影
響
を
受
け
、私
た
ち
の
企
業
活
動
に
も
打
撃
が
及
ん
で
お
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に
よ
っ

て
、コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
兆
し
が
見
ら
れ
ま
す
。私
た
ち
も
引
き

続
き
、感
染
対
策
に
努
め
な
が
ら
、経
済
活
動
を
再
開
し
、荻
窪
地
域
の
発
展

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
開
始
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、請
求
書

の
管
理
や
や
り
と
り
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、会
計
処
理
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、荻
窪
法
人
会
は
、会
員
企
業
の
経
営
改
善
支
援
や
、地
域
貢
献
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。私
た
ち
は
、共
に
協
力
し
あ
い
、地
域
経
済
の

発
展
、会
員
企
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、荻
窪
法
人
会
の
更
な
る
発
展
に
向
け
、会
員
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
日
、こ
こ
に
多
く
の
会
員
様
ご
出

席
の
も
と
総
会
が
開
催
さ
れ
、す
べ
て
の

議
案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ

と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、本
日
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
退

任
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
、大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。皆
様
の
、こ
れ
ま
で
の
ご

尽
力
に
対
し
、深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

柴
田
会
長
を
は
じ
め
、法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

先
程
、令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
が

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、税

知
識
の
普
及
・
広
報
活
動
や
租
税
教
育

活
動
と
し
て
、消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

を
は
じ
め
と
す
る
税
に
関

す
る
研
修
を
数
多
く
開
催

さ
れ
、ま
た
、小
学
生
に
対

す
る
「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」の
実
施
や
「
杉
並
フ
ェ

ス
タ
」で
の
税
務
広
報
活
動

な
ど
、積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税
に
関
わ
る
活
動
は
も
と
よ
り
、地

域
に
根
差
し
た
組
織
と
し
て
、社
会
貢

献
活
動
や
会
員
交
流
な
ど
の
活
動
に

も
、精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た
と
承
知

し
て
お
り
ま
す
。

2
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
大
型
講
演

会
は
、私
も
楽
し
く
拝
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、開
催
す
る
に
当
た
り

ま
し
て
は
、4
年
ぶ
り
に
杉
並
公
会
堂

大
ホ
ー
ル
で
の
講
演
会
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
も
の
と
推
察
い
た

し
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
は
、ひ
と
え

に
柴
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
、

会
員
の
皆
様
方
が
、日
頃
か
ら
熱
意
を

持
っ
て
法
人
会
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
証
で
あ
り
、皆
様
方
の
団
結
力
の

賜
物
で
あ
る
と
、心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。今
後
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
り
、

更
に
魅
力
あ
る
会
活
動
を
展
開
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、心
か
ら
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、今
年
10
月
か
ら
「
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」が
開
始
さ
れ
ま
す
。

法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
や

講
演
会
の
開
催
に
加
え
、税
務
署
が
主

催
す
る
説
明
会
の
た
め
の
会
場
を
お
貸

し
い
た
だ
く
な
ど
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

普
及
・
促
進
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
も
、引
き
続
き
研
修
会

の
開
催
や
制
度
の
周
知
・
広
報
に
、ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

次
に
、重
要
な
お
知
ら
せ
が
ご
ざ
い
ま

す
。現
在
、東
京
国
税
局
で
は
、「
業
務
セ

ン
タ
ー
」で
複
数
の
税
務
署
の
内
部
事

務
を
集
約
処
理
す
る
「
内
部
事
務
の
セ

ン
タ
ー
化
」を
進
め
て
お
り
、令
和
8
年

の
全
署
実
施
に
向
け
て
対
象
と
な
る

税
務
署
を
順
次
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和

5
年
7
月（
今
年
の
7
月
）か
ら
「
内
部

事
務
セ
ン
タ
ー
化
」の
対
象
と
な
り
、申

告
書
や
申
請
書
な
ど
は
大
手
町
に
設
置

さ
れ
ま
す
「
業
務
セ
ン
タ
ー
大
手
町
分

室
」で
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、皆
様
が
申
告
書
や

申
請
書
な
ど
を
書
面
で
提
出
す
る
際

に
は
、お
手
数
で
す
が
「
業
務
セ
ン
タ
ー

大
手
町
分
室
」に
郵
送
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、荻
窪
税
務
署
で
は
、「
業
務
セ
ン

タ
ー
」へ
の
事
務
の
移
管
と
定
員
の
振
替

え
に
伴
い
ま
し
て
、副
署
長
2
名
体
制

か
ら
1
名
体
制
に
な
る
な
ど
、大
幅
な

職
員
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
こ

と
を
併
せ
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

税
務
署
の
機
構
が
大
き
く
変
更
と
な

り
、ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、皆
様
と
の
良
好

な
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
か
ら
も

更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、引
き
続
き
税
務
行
政
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、荻
窪
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
、会
員
の
皆
様
方
の
事

業
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
長 

署
長
　

畠
山
啓
以

来 賓 あ い さ つ

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 11 回 通 常 総 会



新 理 事 紹 介
今年度は、役員改選の年です。新委員長に野村浩嗣社会貢献委員長、新ブロック長に北嶋宏第2ブロック長が
就任された他、6名の方が新たに理事に就任されました。

会 長 ・ 副 会 長

理  事

副会長
志村正之

（株）志村運送

会長
柴田豊幸

（株）チャイルド社

副会長
八方淑夫
（株）泉商会

副会長
加藤敏行

昌英塗装工業（株）

副会長
田中晴弘
鳥羽建設（株）

副会長
神谷次彦

東亜紙巧業（株）

副会長
河又雅之
（株）河又

副会長
第3ブロック長

矢澤規充
（有）春日園

総務副委員長
小張正就

（有）小張精米店

総務副委員長
佐藤慎祐

（株）エス・ティ

総務副委員長
臼田和浩
（株）ウスダ

常 任 理 事 （ 委 員 長 ）

総務委員長
松澤和洋

（株）ロードランナー

広報委員長
第11支部長

岡 博之
（株）芳文社印刷

研修委員長
真野 大

富士商会（株）

税制委員長
大石剛生
大總商事（株）

組織委員長
水島隆明
（株）興建社

厚生事業委員長
岡田匡史
興振工業（株）

社会貢献委員長
野村浩嗣

（株）野村総業

広報副委員長
小笠原秀明

小笠原工務店（株）

広報副委員長
前田薫範
ADLIVE(株)

厚生事業副委員長
石村寛喜
石村硝子（株）

厚生事業副委員長
山口孝二

ミナト矢崎サービス(株)

厚生事業副委員長
西 誠

朝日梱包運輸(株)

厚生事業副委員長
磯 聖子

キャピタルモータース（株）

厚生事業副委員長
宮嶋優光

（株）ジャパンスポーツ

第4ブロック長
第16・17支部長

中川 一
（株）岳丈工務店　

第5ブロック長
第25支部長
野村浩司

（有）京王ランドシステム

第1ブロック長
第1支部長
新井俊雄

センチュリー21（株）リアルタイム

第2ブロック長
第7支部長
北嶋 宏
（有）北嶋

組織副委員長
町田 茂

三幸交通(株)

組織副委員長
第15支部長

長田茂
（株）フォーチュン

組織副委員長
髙木功雄
(有)アヴィラ

組織副委員長
吉冨裕馬

（有）東海ベストパートナー

研修副委員長
第5支部長
矢島勝行

（株）ジャスティ

研修副委員長
吉田洋之
(株)ビアン

研修副委員長
根田吉雄
東神興業(株)

組織副委員長
小代 勉

小代工業（株）

研修副委員長
安村充雄
栄新テクノ（株）

 　6

理 事 常 任 理 事 （ ブ ロック 長 ）

理  事



監  事

監事
岸岡秀直

（株）西部旭建装

監事
山下民子

八千代興業（株）

監事
及川晃司
（有）京桝屋

理  事

理事
青年部会副部会長

長谷川記史
㈲長谷川電家商会

理事
青年部会副部会長

井上泰志
豊多摩通運（株）

理 事 （ 支 部 長 ）

第18支部長
中原章雄
大新建設（株）

第13支部長
大澤理沙
（合）R.O.N.

第14支部長
多比良秀俊

（株）ＴＨDesign

第6支部長
北出 肇

（株）北出工務店

第3支部長
斎藤 績

(株)ティーエーエス

第2支部長
清水勝利

（株）清美商会

第8支部長
稲澤 修

（株）日本ファクシミリ

第24支部長
高橋正志
（株）ジロン

第22支部長
石井勇人

(株)studio acca

第23支部長
小川尚彦

（株）愛典福島屋

第21支部長
野崎敬雄

（有）ノザキサービスコーポレーション

第20支部長
小島幸重

シマリアルエステート(株)

第19支部長
秦 寿吉

（株）秦工務店

理  事

青年部会長
宇田川通宏

武蔵商事（株）

女性部会長
江島利江

藤ホーム（株）

源泉部会長
井上和英

豊多摩通運（株）

第5副ブロック長
田辺一郎

やよい運送（株）

新 理 事 紹 介

理  事

社会貢献副委員長
伊藤精人

(有)ケイ・アイ・サポート

税制副委員長
小島麻里

(有)小島ファイナンシャル・サービス

税制副委員長
岩倉永一

アール・イー・マネジメント（株）

税制副委員長
中島康治

中島不動産（有）

税制副委員長
第4支部長
石黒貞男

（有）ヤマトエレクトロニクス

社会貢献副委員長
鈴木盛夫

(株)アークミリア

社会貢献副委員長
磯 史洋

キャピタルモータース（株）

社会貢献副委員長
小竹信哉

(株)東洋時計ホールディングス

7　
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副会長 加藤　敏行
委員長 大石　剛生
副委員長 新井　俊雄

石黒　貞男
岩倉　永一
中島　康治
小島　麻里
中島　祥文

第1ブロック 新井　俊雄
石黒　貞男

第2ブロック 清沢　文彦
第3ブロック 岩倉　永一

小島　麻里
小林　誉光
中島　祥文

第4ブロック 大石　剛生
第5ブロック 中島　康治
青年部会 宇田川　通宏
女性部会 中島　麻子

税制委員会
副会長 神谷　次彦
委員長 野村　浩嗣
副委員長 加藤　尚憲

伊藤　精人
鈴木　盛夫
磯　史洋
小竹　信哉

第1ブロック 伊藤　精人
第2ブロック 吉田　泰喜
第3ブロック 鈴木　盛夫

磯　史洋
村崎　小夜子

第４ブロック 是村　由佳
第5ブロック 野村　浩嗣

小竹　信哉
児玉  慶子
加藤　尚憲

青年部会 磯　史洋
細井　隆行

女性部会 春名　智恵

社会貢献委員会

副会長 八方　淑夫
委員長 真野　大
副委員長 成瀬　雅人

根田　吉雄
矢島　勝行
安村　充雄
吉田　洋之

第1ブロック 矢島　勝行
第2ブロック 成瀬　雅人

安村　充雄
第3ブロック 根田　吉雄

小島　麻里
第4ブロック 真野　大

加藤　知之
第5ブロック 井川　泰伸

吉田　洋之
青年部会 加藤　知之

湯泉　卓馬
女性部会 牛崎　恵美子

磯野　久美子
委員長推薦 畠中　君代

研修委員会
副会長 志村　正之
委員長 岡　博之
副委員長 小笠原　秀明

前田　薫範
第1ブロック 市川　智子
第2ブロック 小俣　富一
第3ブロック 前田　薫範

多比良　秀俊
第4ブロック 千代延　和義
第5ブロック 小笠原　秀明

菊池　雅樹
青年部会 松崎　淳一
女性部会 澤　智子

広報委員会
副会長 田中　晴弘
委員長 岡田　匡史
副委員長 石村　寛喜

磯　聖子
山口　孝二
西　　誠
小野瀬　靖子
宮嶋　優光

第1ブロック 斎藤　績
第2ブロック 石村　寛喜
第3ブロック 磯　聖子

安斉　あきら
白石　弘典

第4ブロック 小作　力雄
第5ブロック 小野瀬　靖子

宮嶋　優光
青年部会 宮嶋　優光
女性部会 飯田　弘子

庄司　いずみ

厚生事業委員会

副会長 八方　淑夫
委員長 松澤　和洋
副委員長 小張　正就

佐藤　慎祐
臼田　和浩

第1ブロック 臼田　和浩
佐藤　政行

第2ブロック 橋本　元志
第3ブロック 金築　克祐

塚田　直樹
第4ブロック 松澤　和洋

佐藤　慎祐
第5ブロック 小張　正就
青年部会 井上　泰志
女性部会 高橋　美保

総務委員会
副会長 田中　晴弘
委員長 水島　隆明
副委員長 小代　勉

町田　茂
長田　茂
吉冨　裕馬
畠中　君代
髙木　功雄
重岡　中也

第1ブロック 小代　勉
佐々木　止

第2ブロック 町田　茂
第3ブロック 長田　茂

吉冨　裕馬
鎌田　政史

第4ブロック 畠中　君代
鈴木　翼

第5ブロック 髙木　功雄
高橋　勇次
重岡　中也

第2支部 清野　尉由
第3支部 小代　勉
第4支部 石黒　貞男
第5支部 佐々野　茂
第6支部 町田　茂
第7支部 北嶋　宏
第8支部 稲澤　修
第11支部 江島　利江
第13支部 鎌田　政史
第13支部 玉井　良
第14支部 吉冨　裕馬
第15支部 浅賀　康宏
第16支部 鎌田　健二
第17支部 太田　哲二

第18支部 畠中　君代
第19支部 秦　寿吉

是村　由佳
第20支部 永田　政弘
第21支部 丹羽　健雄
第22支部 高橋　勇次
第23支部 髙木　功雄
第24支部 高橋　正志
第25支部 平井　秀郷

渡辺　友貴
青年部会 吉冨　裕馬
女性部会 江島　利江

渡辺　優子

組織委員会



9　

7月は署の異動の時期にあたります。1年間で異動される方、2年間で異動される方と期間はまちまちですが、荻窪法人会
においては役員会、ブロック研修会、各委員会、各部会で大変お世話になりました。着任された栗村慶一荻窪税務署長
をはじめ税務署の幹部の方々には、今後多くの研修会で講師をお願いする事になると思います。
ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
方

に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
荻
窪
税
務
署

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
栗
村
慶
一
で
す
。

前
任
の
畠
山
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

柴
田
会
長
を
は
じ
め
、
荻
窪
法
人
会
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
及
び
荻

窪
税
務
署
の
円
滑
な
事
務
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜

り
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
の
創
立
以
来
、

「
良
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
と

し
て
、「
税
知
識
の
普
及
」
と
「
納
税
意
識

の
高
揚
」
を
図
る
た
め
の
各
種
研
修
会
や
講

演
会
の
開
催
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
活
動
や
会
員
相
互
の
交
流
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
大
変
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
組
織

で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

貴
会
は
、
毎
年
積
極
的
な
会
員
増
強
運
動

を
展
開
さ
れ
、
東
京
23
区
内
で
も
1
、
2
を

争
う
高
い
組
織
率
を
維
持
さ
れ
て
い
る
法
人

会
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
私
ど
も
と
い
た

し
ま
し
て
は
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
Z
o
o
m
を
取
り
入
れ
た
研
修
会

や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
に
力
を
入
れ
、
今

年
の
6
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
東
京
法
人
会

連
合
会
総
会
に
お
い
て
2
年
連
続
と
な
る
研

修
参
加
率
向
上
表
彰
を
受
彰
さ
れ
た
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

法
人
会
の
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
各
種

事
業
に
活
発
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

納
税
意
識
の
高
揚
や
税
知
識
の
普
及
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開

始
さ
れ
る
今
年
の
10
月
ま
で
3
か
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
。

国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
免
税
事

業
者
向
け
の
説
明
会
の
ほ
か
、
相
談
希
望
者

に
対
し
て
登
録
要
否
相
談
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
登
録
を
す
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
る

事
業
者
の
方
々
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
引
き
続
き
、
改
正
内
容
を
含
め
制

度
等
の
周
知
・
広
報
に
、
ご
協
力
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
荻
窪
税
務
署
で
は
今
年
の
7
月
か

ら
内
部
事
務
セ
ン
タ
ー
化
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
税
務
署
の
機
構
が
大
き
く
変
更
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
納
税
者
利
便

の
維
持
・
向
上
を
図
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
税
務
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
荻
窪
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
、
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
し
て
、
着
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

着 任 のご あ いさ つ

荻
窪
税
務
署
長
　

栗
村
慶
一

幹
部
の
ご
紹
介

法
人
担
当
副
署
長

棟
方
全
超

MUNAKATA Haruki

KURIMURA Keiichi



荻窪法人会第4ブロックのブロック長である中川一氏は、西荻で歴史ある岳丈工務店を継承する四代目。
現在は第16支部長と第17支部長も兼務されています。
インタビューに同席した小笠原広報副委員長とは地域的にも近く、同業ということもあって、法人会で活動する以前からの
ご友人です。和やかな雰囲気のなか、趣味のバイクのお話や社交ダンスを習ったエピソードなど、普段の活動からは想像
できない一面に驚くばかり。笑いに包まれたインタビューでした。

中 川  一
第4ブロック長インタビュー

荻 窪 法 人 会で
仲 間が 増えたことは、
何ものにも代えがたい

聞き手 ／ 前田薫範　小笠原秀明　岡 博之

I N T E R V I E W

ひ
た
す
ら
柔
道
で
鍛
え
る

　
西
荻
で
生
ま
れ
た
生
粋
の
杉
並
っ
子
の
中
川
ブ
ロ
ッ

ク
長
。
工
務
店
の
仕
事
を
精
力
的
に
こ
な
す
現
在
の

ご
様
子
か
ら
、
少
年
時
代
も
元
気
に
外
で
遊
び
ま
わ

る
姿
が
想
像
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

「
外
で
活
発
に
動
き
回
る
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
描
い
た

り
作
っ
た
り
す
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。言
っ
て
み
れ
ば

『
コ
タ
ツ
で
塗
り
絵
を
し
て
い
る
よ
う
な
子
』。
小
学

校
に
入
っ
て
か
ら
も
、
勉
強
も
苦
手
だ
っ
た
し
、
図
画

工
作
が
す
ご
く
楽
し
い
時
間
で
し
た
ね
」

　
そ
ん
な
中
川
少
年
が
柔
道
を
始
め
た
の
が
小
学
校

高
学
年
に
な
っ
て
か
ら
。
お
父
様
が
柔
道
を
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
杉
並
警
察
署
の
柔
道
教
室
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。

「
で
も
、
教
室
に
行
く
と
言
っ
て
友
達
の
家
に
遊
び
に

行
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。
柔
道
着
が
汚
れ
て
な
い
こ
と

に
母
親
が
気
づ
い
て
、
サ
ボ
っ
て
た
の
が
バ
レ
ち
ゃ
っ
た

（
笑
）。
だ
か
ら
、
中
学
で
は
柔
道
部
に
入
っ
た
ん
で

す
が
、
自
由
練
習
で
厳
し
く
な
か
っ
た
し
、
真
面
目
に

や
っ
て
な
く
て
。

　
高
校
で
も
、
ど
こ
の
部
活
に
し
よ
う
か
と
悩
ん
で

る
う
ち
に
夏
休
み
も
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
だ

と
高
校
生
活
何
も
残
ら
な
い
、
こ
り
ゃ
い
か
ん
と
思
っ

て
、
ま
た
柔
道
部
に
入
っ
た
ん
で
す
。
高
校
は
厳
し
く

て
、
先
輩
に
怒
ら
れ
な
が
ら
毎
日
練
習
す
る
の
で
だ

ん
だ
ん
上
達
し
ま
し
た
ね
。
勉
強
よ
り
、
ひ
た
す
ら

柔
道
で
体
を
鍛
え
ま
し
た
」

　
柔
道
部
に
入
部
し
て
ま
も
な
く
初
段
を
取
り
、
3

年
生
で
講
道
館
柔
道
二
段
に
昇
段
。
同
級
生
の
多
く

が
3
年
生
で
受
験
勉
強
に
シ
フ
ト
す
る
な
か
、
昇
段

を
目
標
に
集
中
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
1
9
8
8
年
、
高
校
卒
業
後
、
工
学
院
大
学
専

門
学
校
・
夜
間
部
建
築
家
に
入
学
。
学
校
に
通
い
な

が
ら
、
父
の
会
社
で
あ
る
岳
丈
工
務
店
で
働
き
始
め

ま
し
た
。

「
ほ
か
の
工
務
店
で
修
行
す
る
と
い
う
話
も
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
学
校
へ
通
わ
せ
て
も
ら
う
の

は
難
し
い
だ
ろ
う
と
。
卒
業
す
る
ま
で
の
2
年
間
は

眠
さ
と
の
戦
い
で
し
た
。
宿
題
も
バ
ッ
チ
リ
出
ま
す

し
、
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
、
学
校
で
習
っ

た
こ
と
を
次
の
日
に
現
場
で
や
る
と
い
う
よ
う
な
感

じ
で
、
興
味
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
真
面
目
に
頑
張

り
ま
し
た
」

技
能
大
会
で
入
賞
、全
国
大
会
へ

　
専
門
学
校
卒
業
後
は
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
大
工
職

の
競
技
大
会
で
あ
る
「
全
建
総
連
東
京
都
連
青
年
技

能
大
会
」
に
も
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
9
5
年

に
は
銅
賞
に
入
賞
し
、
東
京
代
表
と
し
て
全
国
大
会

に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
競
技
課
題
は
木
製
の
脚
立
づ
く
り
。

上
部
の
天
板
以
外
は
す
べ
て
斜
め
に
作
り
、
乗
っ
た
と

き
に
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
制
限

時
間
内
に
作
り
上
げ
ま
す
。

「
審
査
は
脚
立
の
正
確
さ
、
綺
麗
さ
、
木
と
木
の
組

み
合
わ
せ
が
ピ
ッ
タ
リ
で
あ
る
か
。
隙
間
は
1
ミ
リ
で

も
あ
っ
て
は
ダ
メ
で
す
。
紙
が
入
ら
な
い
く
ら
い
で
な
い
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と
。
技
能
大
会
に
参
加
し
て
技
術
は
上
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
課
題
に
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
こ
の
脚
立
に
は
基

本
が
す
べ
て
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
で
き
な
い
と
仕
事

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
大
会
で
知
り
合
っ
た
の
は
同
じ
目
標
を
持
っ
た
人
た

ち
で
す
。
情
報
交
換
し
た
り
、
切
磋
琢
磨
し
た
り
す

る
仲
間
と
し
て
今
も
交
流
が
あ
り
ま
す
」

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
あ
ま
り
勉
強
は
好
き
で
は

な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
た
中
川
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
す
が
、

1
9
9
6
年
に
は
一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
こ
の
と
き
だ
け
は
真
面
目
に
勉
強
し
ま
し
た
。
最
初

で
最
後
で
す
（
笑
）。

　
専
門
学
校
卒
業
後
に
二
級
は
取
っ
て
、
そ
れ
を
名

刺
の
肩
書
に
し
て
渡
し
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
じ
ゃ
ダ
メ

だ
な
、
う
ち
の
会
社
は
知
名
度
が
低
い
ん
だ
か
ら
、

何
か
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
も
の
が
必
要
だ
な

と
思
っ
た
ん
で
す
。
実
際
、
一
級
を
取
っ
て
か
ら
信
頼

度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
一
通
り
の
知
識
は
勉

強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
モ
チ
ベー
シ
ョ
ン
も
変
わ

り
ま
す
。
さ
ら
に
ま
た
新
し
い
知
識
も
身
に
つ
い
て
、

取
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
工
と
い
う
仕
事
は
、
日
本
の
長
い
伝
統
の
技
術

の
継
承
で
す
。
最
も
簡
単
に
扱
え
る
素
材
は
『
木
』

で
す
が
、
最
近
、
木
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
。
楽
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
う
ま
く
綺
麗
に
で
き
た

と
き
。
そ
し
て
、
お
施
主
さ
ん
に
引
き
渡
し
て
喜
ん
で

も
ら
え
た
と
き
は
や
っ
ぱ
り
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
ず
っ
と
西
荻
中
心
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
ど
ん
ど

ん
お
得
意
さ
ん
が
増
え
て
、
さ
ら
に
ま
た
紹
介
し
て
く

だ
さ
っ
て
西
荻
で
仕
事
を
す
る
密
度
が
高
く
な
っ
た
ん

で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
に
す
ご
く
や
り
が
い
を

感
じ
て
、
ず
っ
と
岳
丈
に
い
て
、
ほ
か
の
仕
事
は
考
え

も
し
な
か
っ
た
で
す
ね
」

　
地
域
に
根
差
し
た
工
務
店
と
し
て
中
川
氏
は
、
地

元
の
商
店
会
「
西
荻
窪
銀
座
会
」
の
副
会
長
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
許
は
バ
イ
ク
を
買
っ
た
あ
と
！

　
ご
趣
味
は
バ
イ
ク
と
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

お
聞
き
す
る
と
、
思
い
も
掛
け
な
い
分
野
を
楽
し
ま

れ
た
ご
経
験
を
お
持
ち
で
す
。

「
バ
イ
ク
に
乗
り
始
め
た
の
は
23
歳
く
ら
い
の
こ
ろ
で

す
ね
。
本
当
は
古
い
日
本
車
に
乗
り
た
い
と
思
っ
た
ん

で
す
が
、
維
持
費
も
高
く
て
と
て
も
買
え
な
い
。
で
も

バ
イ
ク
だ
っ
た
ら
買
え
る
か
な
と
。
身
近
で
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
に
乗
っ
て
い
る
人
が
い
た
の
で
、
も
う

最
初
か
ら
決
め
て
い
ま
し
た
。
た
だ
原
付
免
許
し
か

な
く
て
、
本
当
は
免
許
を
取
っ
て
バ
イ
ク
を
買
う
ん
だ

け
ど
、
欲
し
い
ハ
ー
レ
ー
が
出
た
か
ら
先
に
買
っ
ち
ゃっ

た
ん
で
す
（
笑
）。
当
時
で
排
気
量
が一
番
大
き
い
ハ
ー

レ
ー
で
、
さ
っ
そ
く
小
屋
を
作
っ
て
、
し
ま
っ
て
お
い

た
。
や
っ
ぱ
り
目
の
前
に
あ
る
と
必
死
で
早
く
取
ら
な

き
ゃっ
て
ね
。
　

　
今
は
教
習
所
で
免
許
が
取
れ
る
ん
で
す
が
、
当
時

は
練
習
場
で
練
習
し
て
試
験
場
へ
行
く
。
中
型
は
13

回
く
ら
い
落
ち
ま
し
た
け
ど
、
大
型
は
3
回
で
取
れ

ま
し
た
。
そ
の
バ
イ
ク
は
エ
ン
ジ
ン
快
調
、
今
年
で
30

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
は
も
う
ツ
ー
リ
ン
グ
と
か
行
っ

て
な
く
て
、
維
持
の
た
め
に
た
ま
に
動
か
し
て
い
る
く

ら
い
。
走
行
距
離
は
3
万
キ
ロ
も
い
っ
て
な
い
で
す
。

も
と
も
と
コ
タ
ツ
で
塗
り
絵
の
子
で
す
か
ら
（
笑
）

　
大
人
に
な
っ
て
か
ら
一
時
、
デ
ッ
サ
ン
の
基
本
を
学

ぼ
う
と
思
っ
て
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
に
も
通
い
ま
し

た
。
初
回
の
モ
デ
ル
は
ヌ
ー
ド
で
ね
（
笑
）、
半
年
く

ら
い
通
い
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
お
客
さ
ん
か
ら
『
家
に
こ
も
っ
て
ば
か

り
じ
ゃ
い
け
な
い
』
と
誘
わ
れ
て
、
社
交
ダ
ン
ス
を
習
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
ね
、
ず
っ
と
場
違
い
な
ん

で
す
よ
（
笑
）。
1
年
も
続
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

の
間
に
1
回
だ
け
発
表
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
も
ち
ろ

ん
出
る
の
は
先
輩
方
で
、
自
分
は
衣
装
を
着
て
そ
う

い
う
格
好
を
し
て
る
だ
け
（
笑
）。
1
枚
だ
け
写
真
が

残
っ
て
ま
す
。

　
あ
と
、
お
茶
で
す
ね
（
笑
）。
こ
れ
は
ち
ゃ
ん
と

理
由
が
あ
っ
て
、
仕
事
で
お
茶
室
を
作
っ
た
り
す
る
か

ら
。
で
も
、
途
中
で
先
生
が
腕
を
骨
折
し
ち
ゃ
っ
た

り
、
自
分
に
長
期
の
泊
ま
り
込
み
の
仕
事
が
入
っ
た

り
し
て
、
こ
れ
も
半
年
で
す
ね
」

　
い
い
な
と
思
う
と
や
っ
て
み
る
、
こ
れ
だ
と
思
う
と

突
っ
走
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
嫌
い
だ
け
ど
、
生
き
て
る

こ
と
自
体
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
み
た
い
な
も
の
と
語
る
中
川

ブ
ロ
ッ
ク
長
。
最
後
に
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
の
抱
負
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
法
人
会
の
活
動
で
は
、
地
元
で
仕
事
を
し
て
い
る
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
、
他
の
会
社
の
い
ろ
い
ろ
な
面
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
活
動
し
て
い
く
な
か

で
お
仕
事
も
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
仲

間
が
増
え
た
こ
と
、
こ
れ
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
う
ち
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
西
荻
と
松
庵
、
宮
前
、
久
我
山

の
エ
リ
ア
で
す
。
地
域
ご
と
の
特
色
を
生
か
し
て
活
性

化
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
支
部
長
兼
任
な
ん
で
す
が
、
私
が
ブ

ロ
ッ
ク
長
に
な
っ
て
か
ら
コ
ロ
ナ
の
自
粛
期
間
に
入
っ
て

し
ま
っ
て
新
し
い
人
を
育
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
蓋
を
開
け
て
み
た
ら
後
任
が
い
な
く
て
自
分
が

兼
任
す
る
し
か
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

か
ら
、
今
は
活
動
し
て
く
だ
さ
る
人
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
で
も
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ハーレーダビッドソンでツーリング 建設組合青年部で若き小笠原広報副委員長と 社交ダンスの発表会にて 全国技能大会で全国大会出場
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひとつにe-Tax普及推進がござい
ます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するためには会員皆さま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご
協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しております。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行うとご回答いただいた先生

方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発したところ88名の先生方より快く承諾をいただきました。
このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組んでおられます。そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先
生、うちの会社次の決算は電子申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展していくと思います。何卒皆さま

方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。
税制委員会（e-Tax担当）

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e-Tax推進税理士事務所について

地域 氏名 住所 事務所連絡先

天沼 桑山務 天沼1-2-3 3398 - 1316
鯉渕洋行 天沼1-11-13 090 - 8039 - 4867
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上資産
会計事務所 天沼1-41-6 5932 - 5128

篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
石澤潔 天沼3-12-19 3398 - 4910
加藤俊也 天沼3-16-11-202 6795 - 6800
井上仁 天沼3-27-2荻窪MTビル1階 3392 - 4177
阿部俊郎 天沼3-32-4フラット荻窪105 080 - 7111 - 5295

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
新出小百合 西荻南3-5-19-202 6258 - 1920
内山千枝 西荻南3-8-16-902 3334 - 5021
佐山政雄 西荻南3-9-11-501 3333 - 0221
千葉繁樹 西荻南3-18-14松本ビル2階 050 - 5527 - 4372
飯沼英男 西荻南4-8-11 5941 - 8618

久我山 小島孝子 久我山2-7-25-205 090 - 6854 - 2140
小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518
新江洋子 久我山5-36-22-201 3335 - 7425

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原伸元 宮前4-31-1 5941 - 9239
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤聡 宮前5-10-5 3247 - 7194

荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026
永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15第3野村ビル300号 3392 - 1101
望月英仁 荻窪4-6-24-201 5347 - 2945
黒岩民子 荻窪4-12-12　ISHIIレジデンス201 6795 - 5216
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 - 1123
岩崎智香子 荻窪4-32-25ニューキャッスル荻窪301号 3392 - 1198
釜谷彰一 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6006
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
山﨑厚税理士事務所 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 6699 - 1758
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
池田幸弘 荻窪5-16-14カパラビル8階 5335 - 7981
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
大島康司 荻窪5-22-12戸田ビル205 5335 - 7465
税理士法人茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211
青葉総合税理士法人 荻窪5-26-9コスモＹビル5Ｆ 3398 - 0523
大澤栄子 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘404 6276 - 9015
武井成浩 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘904 6765 - 6376
熊澤眞理子 荻窪5-29-10 本橋ビル305号室 6915 - 1807
税理士法人あかいけい 荻窪5-30-12グローリア荻窪705 5292 - 5377

松庵 税理士法人河合会計
事務所杉並事務所 松庵2-17-7 6362 - 3630

大槻一弘 松庵3-38-20 KURA松庵305 6795 - 8420

地域 氏名 住所 事務所連絡先

井草 堀真由美 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397 - 6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228

上井草 竹田雄輔 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-105 6913 - 8665
久保木浩志 上井草3-31-23 堀野ビル201 5303 - 4823

下井草 山田真治 下井草3－8－23三英ビル303 6676 - 9989
税理士法人稲
村会計事務所 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711

藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
田子周一 下井草4-33-12 3395 - 3343

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976
小林滋子 今川3-30-7 5938 - 5100

桃井 古賀雄子 桃井3-6-1-1401 6765 - 2388
西荻北 下島聡司 西荻北2-3-9トラストビル5F 6454 - 7471

馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
梅林邦彦 西荻北3-14-9 3395 - 0211
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781
青木秀壽 西荻北4-33-17 3390 - 4313

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
今村千恵子 上荻1-18-12春木家ビル 6915 - 1303
永井久美子 上荻1-18-12上荻寿ビル3階 5347 - 5358
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
岩倉永一 上荻1-21-23-3F 3392 - 0157
岩倉礼子 上荻1-21-23-3F 6915 - 1410
小島麻里 上荻1-23-19東神荻窪ビル4F 6913 - 0520
藤村茂 上荻2-19-18RKII2階 6231 - 1701
小澤俊夫 上荻2-19-18RKII2階 3391 - 8731
森田光雄 上荻2-19-18RKII2階 6874 - 7851
和田実 上荻4-19-22-603 3395 - 1131
岡田茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠税
理士事務所

本天沼2-41-8 5303 - 1680

清水 黒川えり 清水1-14-5-302 090 - 8479 - 0152
南荻窪 永井克宏 南荻窪4-7-9 6317 - 7249

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略）	 令和5年7月18日現在
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令和5年5月9日に青年部会 第49回総会が開催されました。
昨年はオンラインとの併用でしたが今年は3年ぶりとなる完全リアル開催となりました。
ご来賓として荻窪税務署から橋本副署長と鈴木法人課税第1部門審理上席調査官、公益社団法人荻窪法人会から

柴田会長と矢澤副会長にお越しいただきました。
本会で任期を終える宮嶋部会長の挨拶では、コロナ禍で思うような活動が出来なかった事や、前日に第5類へ変更さ

れこれからが大切であること、50周年に向けての激励の言葉をいただきました。
議事においては全ての議案が滞りなく承認され、質疑応答も活発に行われ終了しました。その中で、規約の一部変

更として青年部会の定年が現在の48歳から50歳に引き上げられました。これは、上部団体である東法連の規約に合わ
せるという意味での変更でしたが、これによって現役会員の活躍できる期間が長くなり、大変喜ばしいことだと思います。

総会の後は場所をお店に移し懇親会を開きました。3年ぶりとなる大勢での懇親会で、とても賑やかな交流の場になっ
ていました。

皆さんがそれぞれの立場でコロナ禍をなんとか乗り越え、ようやく以前のような交流が出来るようになったことを実感で
きました。

そして青年部会は来期、50 周年を迎えます。これまでの青年部を築き上げてくださった先輩方はもちろん、法人会員
の皆様への感謝を込めた式典を開催できるよう準備をしてまいります。我々青年部会から、「アフターコロナ」の象徴とな
るような周年行事にしたいと思っておりますので、是非ご参加いただきますようお願い申し上げます。

青年部会 第 49回総会 ～コロナ禍を乗り越えて～

青年部会
第49回 総会

青年部会 幹事長 高橋雅之
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令和5年4月25日（火）に小田急ホテルセンチュリーサザンタワーに於いて「女性部会第47回
総会」が行われました。

ご来賓として荻窪税務署より橋本直副署長、法人課税第1部門鈴木英明審理上席調査官、
荻窪法人会より加藤敏行副会長のご臨席を賜りました。

第1部の研修会は、鈴木審理上席調査官に「免税事業者とインボイス制度について」というテー
マでご講演いただきました。

第2部の女性部会第47回総会では、第1号議案から第5号議案を会員の皆様にご審議いた
だき、可決されました。ご来賓挨拶では加藤副会長と橋本副署長よりご祝辞を頂戴いたしました。

第3部の懇親会は円卓にて、春らしく目にも鮮やかなお料理の数々に舌鼓いたしました。皆様
との会話もとても楽しく、素晴らしい時間を過ごすことができました。

参加者が少し少ない印象でしたが、その分皆様と親睦を一層深めることができました。
食後には抹茶のクレームブリュレの上に桜のアイスクリームが飾られたデザートが出され、心も

お腹も満たされとても幸せな一時となりました。

「女性部会第 47回総会 」が開催されました。

女性部会
第47回 総会

女性部会 会計 渡辺優子
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源泉部会
第49回定時総会・懇親会

令和 5 年 4 月21日（金 ）午後 5 時より吉祥寺エクセルホテル東急において18 名の参加で「源泉
部会第 49回定時総会・懇親会 」が開催されました。

来賓として荻窪税務署より畠山署長、法人課税第1部門冨澤統括官、法人課税第1部門堤上
席調査官、荻窪法人会より田中副会長のご臨席を賜りました。

永田副部会長の司会のもと、井上部会長よりあいさつをいただき、「皆勤賞・精勤賞授与式 」
が行われました。その後、井上部会長が議長に選出され、第1号議案から第 5 号議案まで各議
案につき、各担当者から報告及びご提案があり、全ての議案が満場の拍手で承認されました。
田中副会長と畠山署長からご祝辞を頂戴し第 49回定時総会は閉会となりました。

懇親会では岩崎副部会長より乾杯のあいさつをいただき、楽しいひと時がスタートいたしまし
た。お料理はどれも美味しく、久々に懇親会を伴う総会という事で大変盛り上がっておりました。
また、今回は「くじ引き大会 」を実施し、上位5等まではQUOカードが贈呈され、盛り上がりまし
た。最後に中島幹事より中締めのあいさつをいただき、お開きとなりました。

「源泉部会第 49回定時総会・懇親会 」が開催されました。

源泉部会
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支部

第23支部会員交流会 第23支部

～東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会メインスタジアムを散策～

令和 5 年 3 月2 8日（ 火 ）に「 第 2 3 支部会員交流会 」が 9
名の参加で開催されました。今回は「東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会メインスタジアムを散策」という事で、
国立競技場へ行きました。

まずは「 空の杜」を散策。こちらは、どなたでも無料で行け
る場所の1つで、東西南北を1 周できる展望ウォークとなっ
ており、とても景色が素晴らしかったです。

その 後、 スタジアムツア ー に 参加しました。 中はとても
見応えがあり、 滞在時間は2 時間弱かかりました。「S I G N 
WA L L」というコンクリの壁にオリンピック・パラリンピックの
選手のサインがあったり、聖火のトーチが飾られていたり、
選手の控室も公開されており、サッカー日本代表の方達の
私物も展示されていたり、観客席も座れたり、どれもとても
楽しめる体験ブースや展示となっていました。また、実際に
国立競技場のトラックを歩いたり、走ったりすることもできて、
これが最高でした。最後にL e R i r eという夕食会場に移動
をして、皆様と国立競技場の見学の話で盛り上がりながら、
楽しいひと時となりました。

ブロック・委員会・部会からの報告

女性部会

第17回	法人会	全国女性フォーラム	愛媛大会 女性部会	副部会長	渡辺明子

“愛（え）顔（がお）咲くマドンナたちの新時代～ともに拓こう媛の国から～”のキャッチフレーズのもと

令和 5 年 4 月1 3日（ 木 ）に“愛（え）顔
（ がお ）咲くマドンナたちの 新時代 ～ と
もに拓こう媛の国から ～ ” のキャッチフ
レーズのもとアイテム愛媛の会場に全国
から約1,900名女性部会の会員が集い、

「 第 1 7 回女性フォー ラム愛媛大会 」が
開催されました。 荻窪法人会女性部会
からは 3 名が参加いたしました。

会場には、 全国の 法人会女性部会
が 力を入れている小学生に対する租税
教育の一環として行われている「 税に関
する絵はがきコンクール」の全国法人会
女性部会連絡協議会（ 全法連女連協 ）
会長賞を受賞した全国の作品が展示さ
れており、これが小学生の作かと思うほ
ど素晴らしい作品で感動いたしました。

愛媛大会が 始まり、《 第 1 部 》記念講
演は愛媛県松山市出身でテレビでも活躍されている俳人「 夏井いつき」さんを講師にお迎えして“句会ライブ ” が行われました。夏井先生の
息子さんで同じく俳人の家藤正人さんもアシスタントとして加わり「5分で出来る俳句」を楽しいトークを交えながらわかりやすくご指導いただき、
会場内参加者のほぼ全員が俳句初心者でしたが皆揃って即興で俳句を作ることに挑戦いたしました。《 第 3 部 》講評において夏木先生によ
り選ばれた優秀作品 5 首が紹介され、選ばれた方 々も俳句初チャレンジということでしたが、五七五の 1 7 音にそれぞれの思いが込められ
ており大変感心しました。《 第 2 部 》式典では愛媛県女性部会の各単位会ごとの活動をそれぞれ工夫して「 租税教育」に取り組んでいる様子
がビデオ紹介されました。《 第 4 部 》懇親会で愛媛県の食材を生かしたお弁当やみかんジュース・地酒などを用意していただき、会食しなが
ら各法人会の皆様との交流を深めました。

この愛媛大会は令和2年第15回として予定されておりましたがコロナ禍により残念ながら中止となり、3年後の今年に改めて開催されました。
そのようなことからも全国から2 , 0 0 0 名近い女性部会会員が一堂に集まった熱気溢れる会場はとても圧巻であり、参加者の楽しみでもあ
るお馴染みの開催地名産が出揃う物産展も大賑わいでした。

全国フォーラムの翌日は、松山城と萬翆荘・坂の上の雲ミュージアムを見学し、最後に有名な道後温泉にのんびり浸かり日頃の疲れも取
れ、とても楽しく勉強になった愛媛大会への参加でした。

次回、第 1 8 回は広島大会です。これからも楽しみながら女性部会の活動を盛り上げていきたいと思っております。
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ブロック・委員会・部会からの報告

青年部会

オギボン祭り2023 青年部会	副部会長	吉冨裕馬

初開催のオギボン祭りでの税務クイズ開催

今年で創刊 1 0 周年を迎えた荻窪の情報
誌「o g i b o n（オギボン）」。

地域の魅力を発信するこの情報誌で紹介
されたお店を集め、リアルに名店の味を堪
能できるイベントが、荻窪タウンセブンのあ
おぞらパ ークにて今回初めて開催されまし
た。

ゴールデンウィーク翌週の 5 月1 3日、1 4
日は天候との我慢比べとなり、時に晴れ間
が覗き、時に雨足が強まるときもありました
が、新型コロナの感染症 5 類への引き下げ
も影響してか、 来場者もたくさん 駆けつけ
飲食店やステージイベントも賑わっておりま
した。

荻窪法人会青年部会ではブースを出し、
地域の小学生を対象にした「 税金クイズ」を
実施しました。参加してくれた子供たちには
うまい 棒のプレゼント。3 6 0 名の 子どもた
ちに対し、用意した 7 2 0 本を配り切り、子
どもたちに税の興味関心を持 ってもらう素
晴らしい機会になりました。J : C O Mさんの
番組でも税金クイズを紹介いただきました。

ブロック

第4ブロック・支部合同総会 第4ブロック長 中川一

待ち遠しかった合同総会の開催

令和 5 年 5 月1 6日（火）1 8 時より西武信用金庫さん西荻窪支店の会議室でブロック・支部合同総会を4 年ぶりの対面式で開催されました。
長かった感染予防の自粛生活は、5 類感染症に移行されて緩和となって実現になりました。Z o o m併用もない環境で、2 7 名の参加です。

先ずは第 1 6 支部 ～ 第 2 0 支部に分散会方式で、支部総会が開催されました。今年度は、支部長の改任や第 1 6・1 7 支部の私による支
部長の兼任の議案もありましたが、滞りなく承認されました。

その後は、参加者全員でブロック総会です。ブロックの各議案も無事に承認されました。この後は、皆さまお待ちかねの懇談会です。
いつもならビッフェスタイルの会食でしたが、感染予防の対策で各自にお弁当が配られて着席のままの会食に配慮しました。4 年ぶりの総会

の懇談会は、皆さまとても楽しそうで、私にとっても少し懐かしい気持ちを感じさせました。
今年度から第 2 0 支部・新支部長に就任されましたシマリアルエステート（株）の小島幸重さんからのご挨拶や、退任挨拶、新しい参加者の

自己紹介も行えて、楽しいひと時の懇談の場が終わりました。
新しい体制で始まった第 4ブロック活動の今後に力が入ります。

ブロック

第3ブロック・支部合同総会 第3ブロック

活気のあるブロック・支部合同総会となりました

令和 5 年 5 月1 2日（金）午後 6 時よりジュノンにおいて、4 7 名の参加で「 第 3ブロック・
支部合同総会」が開催されました。

岡田副ブロック長の司会のもと、矢澤ブロック長よりあいさつをいただき、第 1 部では各
支部にわかれ、第 1 号議案から第 5 号議案まで各議案について報告及び提案されました。

第 2 部では矢澤ブロック長が議長に選出され「 第 3ブロック通常総会」が行われ、第 1 号
議案から第 5 号議案まで各議案につき、各担当者から報告及びご提案があり、全ての議案
が満場の拍手で承認されました。

第 3 部の会員懇親会では、江島会計の司会とともに、矢澤ブロック長より乾杯のあいさつ
をいただき、懇親会がスタートしました。4 7 名という人数で大変活気もあり、皆様の楽し
そうなご様子がとても嬉しか ったです。最後に岡副ブロック長より中締めのあいさつをいた
だきお開きとなりました。
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ブロック

第5ブロック総会 第5ブロック 副ブロック長 田辺一郎

第5ブロック総会が行われました

ブロック

第2ブロック・支部合同総会 第2ブロック

ブロック・支部合同総会を4年ぶりに開催

令和 5 年 5 月2 3日、第 5ブロック総会が法人会 2 階会議室で行われました。今回は、
コロナ関連規制も解かれた為、Z o o mでの参加もおらず全員会場での参加となりました。
参加者は3 5 名と少々少なめですが、会場は熱気に包まれておりました。

定刻通り1 7 時から始まり、野村ブロック長から「やっとコロナも明け、今年度こそ楽し
い会を催したい、みなさんのご協力をお願いしたい」と挨拶があり、総会へと進みました。

規約の則り、野村ブロック長が議長となり、全ての議案が万丈一致で可決されました。
また、役員改選時期でしたので、現状役員に加え、重岡中也氏、吉田洋之氏、宮嶋
優光氏が新任で選出され、これも万丈一致で可決され、新役員が誕生いたしました。

皆さまのお陰を持ち、短時間で全ての審議が通り、懇親会へと移りました。
懇親会では、柴田会長にご挨拶を頂き「 荻窪法人会の組織率は、東京都の中でも1 番 2 番を競うほどの立派な組織率、皆さんに感謝申し

上げたい」と挨拶があり、乾杯の音頭で懇親会が始まりました。
皆さん久しぶりの集まりだったためか、相互に「お久しぶりです。お元気でしたか？」との挨拶がそこら中で聞こえてきました。皆さんとても楽し

そうな笑顔で、懇親会を開いて良かったと思えるひとときでした。そんな時間もあっという間に過ぎでしまい、締めの時間となりました。
締めの挨拶は、高橋副ブロック長にお願いし「この様に集まれて本当によかった、引き続き素晴らしい会にしたい。」と挨拶があり、締めの三

本締めでお開きとなりました。皆さまのご協力に感謝申し上げます。

令和 5 年 6 月2日（金）、本むら庵 荻窪本店にて第 2ブロック・
支部合同総会を4 年ぶりに開催いたしました。当日は2 3 名の方
が参加されました。

橋本元志会計の司会進行にて、稲澤修副ブロック長が議長
となり、 令和 4 年度事業報告・ 決算報告、 令和 5 年度事業計
画・予算案、役員改選について滞りなくすべての議案が可決承
認されました。引き続き行われた会員交流会の冒頭に、北嶋宏
新ブロック長よりご挨拶をいただき新ブロック長としての意気込み
を熱くお話しされました。

会員交流会は、コロナの影響でしばらく開催出来なか ったこ
ともあり、参加された皆さまは活気ある雰囲気で久しぶりに親睦
を深めることができました。

ブロック・委員会・部会からの報告

税制委員会

税制講演会 税制委員会

「税制特別講演会」が開催されました。

令和 5 年 6 月5日（月）午後 3 時より「 税制講演会」が開催されました。当日は法人会 2
階会議室 7 名、オンライン（Z o o m）1 6 名の参加でした。 講師に荻窪税務署 法人課
税第 1 部門 審理上席調査官 鈴木様をお招きし、「 税制改正（法人税・消費税関係）」
についてお話いただきました。皆様熱心に受講されていました。

源泉部会

源泉所得税の初任者向け研修会 源泉部会

「源泉所得税のしくみ」

令和 5 年 6 月2 3日（金）午後 3 時 3 0 分より荻窪法人会 2 階会議室とオンライン（Z o o m）において2 4 名（内 Z o o m 7 名）の参加で源泉
部会主催「 源泉所得税の初任者向け研修会」が開催されました。

当日は荻窪税務署 法人課税第 1 部門 堤上席調査官を講師にお招きし「 源泉所得税のしくみ」についてお話いただきました。
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ブロック・委員会・部会からの報告

厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会

納涼BBQ大会 厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会

大盛況の納涼BBQ大会

令和 5 年 7 月8日（ 土 ）午後 6 時 3 0 分より厚生事業委員会・ 組
織委員会・社会貢献委員会共催の納涼 BBQ大会が開催されました。

4 年ぶりとなるB B Q大会は大人 8 6 名、小学生 1 1 名、幼児 7 名
の総勢 1 0 4 名の方 々にご参加いただきました。柴田会長より乾杯
のご挨拶をいただきB B Qがスタートとなりました。今回のお食事は
リストランテ ドラマティコ様にご用意いただき、お洒落なB B Qのメ
ニューの数々に皆さま大変喜ばれていました。久々の開催となった
B B Q大会は、笑顔の絶えない楽しい雰囲気の中で開催され、天気
もなんとかギリギリもちこたえて、楽しい B B Q大会となりました。

厚生事業委委員会・組織委員会

第6回ビジネス交流会 厚生事業委委員会・組織委員会

25社33名の方が参加されました

令和5年6月8日（木）に厚生事業委員会と組織委員会共催による「第6回ビジネス交流会」
がワイム貸会議室荻窪に於いて開催されました。当日は 2 5 社 3 3 名の方が参加されました。

白石厚生事業委員の司会のもと、岡田厚生事業委員長よりあいさつをいただき、今回
も参加者一人一人から自己紹介・会社 P Rをしていただきました。

その後、会場をジュノンに移し、懇親会を行いました。水島組織委員長の乾杯で始まり、
普段接することの少ない様々な業種の方々とお会いし、直接名刺交換をしながら親睦を深
める事ができました。和やかな雰囲気の中で、今まで知り得なかった会員同士が、お互い
に情報交換のできる、良き機会となりました。最後に小代組織副委員長の中締めで散会と
なりました。今後も様々な交流する機会を企画いたしますので、ぜひご参加ください。

女性部会

楽しい研修会 女性部会

「元気なうちにできる相続対策」

令和 5 年 6 月1 6日（金）午後 4 時より荻窪法人会 2 階会議室とオンライン（Z o o m）において、2 6
名（Z o o m 1 0 名）の参加で女性部会主催の「 楽しい研修会」が開催されました。

今回は弁護士の中島様を講師にお迎えし「 元気なうちにできる相続対策」というテーマでお話い
ただきました。会社の代表取締役が亡くなられた場合の相続について、具体的に図も用いながら、
分かりやすく解説いただきました。遺言書がない場合やある場合、本社土地建物や株式が共有に
なっている場合、遺留分について、遺言書の作成時の注意事項等について、具体例を交えながら
お話いただきました。また、研修会終了後は懇親会を行いました。懇親会では中島先生にご質問
をしていらっしゃる方がいたり、名刺交換をされている方がいたり、皆さま話に花が咲いていました。

支部

7/6第21支部オンライン研修会 第5ブロック第21支部長 野崎敬雄

「	できる！わかる！中小企業のDX上級編	」

初級、中級編と開催した当 DXセミナーもいよいよ上級編を迎え、今回もまちコイン株式会
社代表取締役古谷亮太氏にご登壇いただいた。デジタル活用による事業変革とは、P D C A
サイクルの効率化と顧客・スタッフ・事業所の三方良しを目的とし、それを行う意識をスタッ
フと共有をすることからスタートするというおさらいからスタートした。具体的なお話しとして、ノー
コードツールといったプログラミング知識がなくても誰でも簡単にシステム構築が可能なツール。
例えば、「ペライチ」のように誰でも簡単にホームページを作成、更新が可能なツール等の紹
介や今話題となっているチャットG D P等、これからの夢のあるお話しをいただいた。

最後に、変化している今に合わせて自社をどのような組織にしていくのかをスタッフ全員で考えていく。今現在困っていることをこんな形に変
化改善していこう。これが DXであるというお言葉で締めくくられた。今回のセミナーもアーカイブになっているので、是非ご覧いただきたい。
古屋氏より当法人会のメンバーに、ストアカードスマホ専用ホームページの月額料金を無料で利用出来るプレゼントをいただいたので、詳し
くは事務局までご連絡いただきたい。最後に、古屋先生、第 5ブロック長、またご参加くださった皆様に厚く御礼申し上げる。
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